
産 業 建 設 委 員 会 
 

令和元年 11 月 18 日 (月) 

全 員 協 議 会 室 

1 0 時 0 0 分 ～  時  分 
 
【委 員】串﨑委員長、飛野副委員長 

川上委員、野藤委員、笹田委員、布施委員、道下委員 

【委員外】 

【議長団】 

【執行部】 

(産業経済部)湯淺産業経済部長、佐々木産業経済部副部長(兼広島事務所長)、 

大驛商工労働課長、山口産業振興課長、田中ふるさと寄附推進室長、 

久佐農林振興課長（併農業委員会事務局長）、石原農林振興課副参事、 

永見水産振興課長、戸津川水産振興課副参事、岸本観光交流課長、 

川合開府 400年推進室長 

(都市建設部)石田都市建設部長、三浦建設企画課長、寺戸建設整備課長、邉地籍調査課長、 

鎌田維持管理課長、吉田建築住宅課長 

(金 城 支 所)吉永金城支所長、河内金城支所産業建設課長 

(旭 支 所)塚田旭支所長、今田旭支所産業建設課長 

(弥 栄 支 所)岩田弥栄支所長、後野弥栄支所産業建設課長 

(三 隅 支 所)田城三隅支所長、永田三隅支所産業建設課長 

【事務局】 近重書記 

 

 

1. 執行部報告事項 

(1) 萩・石見空港の利用状況について（報告）               【商工労働課】 

(2) 漁業別水揚げについて（報告）                       【水産振興課】 

(3) 「浜田開府 400年祭記念式典」の開催について（報告）            【開府 400年推進室】 

(4) 旭温泉水を活用した｢すっぽん事業｣提案者（経理 担当）の逮捕について（報告） 

【旭支所産業建設課】 

(5) 主要地方道浜田八重可部線【今市 2工区】バイパス計画の概要について（報告） 

【旭支所産業建設課】 

(6) かなぎウェスタンライディングパークの建物火災について（報告） 【金城支所産業建設課】 

(7) 浜田市ふるさと体験村施設活用に向けた検討状況について(報告） 【弥栄支所産業建設課】 

(8) 令和元年 8月 27日からの豪雨に伴う公共土木施設災害被害状況について（報告）【維持管理課】 

(9) その他 

 

 

2. その他 

 

 

 



萩・石見空港の利用状況について（報告） 

 

1 令和元年度 萩・石見空港の利用実績について 

上期（4～9 月）の搭乗者数は昨年の実績を上回るものの、目標に 334 席不足し、

76,566 席となりました。                  (単位：席) 

１年度 目標 Ｒ1 実績 目標値に対する差 
 
Ｈ30 実績 前年比較 

第 1 四半期 34,000 34,736 736 102.2% 

 

33,665 1,071 103.2% 

第 2 四半期 42,900 41,830 ▲1,068 97.5% 40,869 963 102.4% 

上期合計 76,900 76,566 ▲334 99.6% 
 

74,534 2,034 102.7% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 浜田市独自の萩・石見空港利用促進補助金の申請について（9 月末時点） 

上期（4～9 月）の申請実績は前年比 115.5%となりました。（単位：席） 

申請月  
65 歳以上  65 歳未満  サポーター企業  

合計席数  前年対比  
往復  片道  往復  片道  往復  片道  

第 1 四半期 341 11 342 39 516 43 2,491 118.5% 

第 2 四半期 226 12 310 34 513 31 2,175 112.3% 

上期合計 567 23 652 73 1,029 74 4,666 115.5% 

 

3 萩・石見空港を活用した修学旅行の実施について 

今年度は、浜田第三中学校、旭中学校、弥栄中学校、浜田高校理数科、浜田養

護学校、浜田ろう学校の 6 校が萩・石見空港を利用し修学旅行を実施しました。 

令和 2 年度は、さらに 2 校増え 8 校が実施予定です。 

令和元年 11 月 18 日 

産業建設委員会資料 

産業経済部商工労働課 



　　　 令 和 元 年 11 月 18 日
産業建設委員会資料№1
産業経済部水産振興課

0

10

20

30

40

50

60

70

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9
累
計
金
額
（億
）

水
揚
金
額
（億
）

Ｈ30・R1 水揚金額

Ｈ30水揚金額

R1水揚金額

Ｈ30累計金額

R1累計金額

参考：水揚金額

60億円ライン

◆全体状況◆ 水揚量：988トン（前年比：70％、－424トン） 水揚金額：3億2,071万円（前年比：65％、－１億7,476万円）

【地元沖合底びき網漁業】 水揚量：322トン（前年比114％）
水揚金額：1億6,980万円（前年比118％）

☆ノドグロ（メッキン除く）
〈H30.10〉1.2トン・平均単価3,425円/㎏ ⇒ 〈R1.10〉1.6トン・平均単価4,060円/㎏
☆アナゴ
〈H30.10〉51トン・平均単価524円/㎏ ⇒ 〈R1.10〉57トン・平均単価655円/㎏
☆シス（イボダイ）
〈H30.10〉0.5トン・平均単価277円/㎏ ⇒ 〈R1.10〉20トン・平均単価361円/㎏
☆マアジ
〈H30.10〉13トン・平均単価92円/㎏ ⇒ 〈R1.10〉30トン・平均単価253円/㎏

◆昨年同月よりノドグロ・アナゴ・シス・マアジの水揚量が増加したため、全体水揚
量・金額ともに増加した。

【地元中型まき網漁業】 水揚量：534トン（前年比109％）
水揚金額：9,442万円（前年比76％）

☆マサバ
〈H30.10〉19トン・平均単価156円/㎏ ⇒ 〈R1.10〉334トン・平均単価87円/㎏
☆マアジ
〈H30.10〉381トン・平均単価270円/㎏ ⇒ 〈R1.10〉132トン・平均単価402円/㎏
☆サワラ
〈H30.10〉35トン・平均単価173円/㎏ ⇒ 〈R1.10〉1.2トン・平均単価202円/㎏

◆昨年同月よりマサバの水揚量が大幅に増加したため、全体水揚量は増加し
た。しかし、マアジ・サワラ等の水揚量が減少したため、全体水揚金額は減少し
た。

【大中型まき網漁業】 水揚量：85トン（前年比2,881％）
水揚金額：1,971万円（前年比1,242％）

☆ワカナ
〈H30.10〉 0トン ⇒ 〈R1.10〉 70トン・平均単価162円/㎏
☆ヨコワ
〈H30.10〉 0トン ⇒ 〈R1.10〉 8.7トン・平均単価819円/㎏

◆昨年同月よりワカナ・ヨコワの水揚量が増加したため、全体水揚量・金額
ともに増加した。

〈令和元年10月〉
漁業別水揚げについて（報告）

Ｈ30累計45.7億

R1累計36.2億
(前年比79.2%)

【小型いか釣（5トン以上）】 水揚量：0.09トン（前年比0.4％）
水揚金額：32万円（前年比1％）

☆ケンサキイカ
〈H30.10〉23トン・平均単価1,382円/㎏⇒〈R1.10〉0.08トン・平均単価3,785円/㎏

◆ケンサキイカの水揚量が減少し、大幅に全体水揚量・金額ともに減少した。



平成30年　令和元年　漁業別水揚げ比較表
10月 1月～10月累計

漁 業 種 類 年 数量(kg) 比率(%) 金額（税抜） 比率(%) 金額（税込） 数量(kg) 比率(%) 金額（税抜） 比率(%) 金額（税込）
01 30 283,808.0 132,923,892 143,557,836 2,425,413.0 1,161,406,775 1,254,319,596

沖合底曳網（地元船） 1 322,016.7 157,224,793 169,802,811 2,382,868.1 1,132,730,241 1,223,348,975

02 30 52,688.2 23,723,195 25,621,054 335,810.3 160,887,251 173,758,272

沖合底曳網（地元外） 1 0.0 0 0 163,918.5 68,045,353 73,489,011

03 30 239.0 127,660 137,873 21,160.2 13,100,286 14,148,319

小 型 底 曳 網 1 0.0 0 0 0.0 0 0

04 30 2,961.0 1,469,680 1,587,254 6,064,194.0 994,045,294 1,073,568,920

大 中 型 旋 網 1 85,295.0 18,247,220 19,706,997 3,244,817.3 649,625,718 701,595,775

05 30 489,917.9 114,831,283 124,017,787 5,682,139.9 730,831,918 789,298,485

中型 旋網（地元船） 1 533,865.8 87,421,887 94,415,643 3,566,391.8 729,043,798 787,367,307

06 30 452,496.0 89,095,530 96,223,172 2,729,307.3 356,095,105 384,582,714

中型 旋網（地元外） 1 0.0 0 0 836,762.0 155,132,294 167,542,876

07 30 22,916.5 29,281,260 31,623,751 205,625.5 153,348,090 165,615,912

小型いか釣（5ｔ以上） 1 92.0 296,700 320,436 43,414.7 40,549,190 43,793,141

08 30 1,112.0 1,405,090 1,517,497 8,582.0 7,283,740 7,866,436

いか釣（ 5ｔ未満） 1 0.0 0 0 1,510.0 1,583,350 1,710,020

09 30 53,642.0 14,379,058 15,529,393 338,206.4 77,120,967 83,290,684

大 型 定 置 網 1 12,508.3 3,263,105 3,524,154 296,359.6 79,893,232 86,284,721

10 30 2,586.9 671,655 725,387 29,457.6 12,244,817 13,224,419

小 型 定 置 網 1 2,104.0 697,690 753,505 21,595.3 7,018,637 7,580,131

11 30 0.0 0 0 0.0 0 0

し い ら 網 1 0.0 0 0 0.0 0 0

12 30 2,283.6 4,208,970 4,545,684 36,002.0 45,787,716 49,450,738

一 本 釣 （ 浜 田 ） 1 1,337.5 2,092,240 2,259,621 16,809.2 27,848,833 30,076,764

13 30 1,394.8 1,402,310 1,514,498 14,568.4 18,816,516 20,321,857

一 本 釣 （ 国 府 ） 1 798.5 438,424 473,499 8,668.8 13,696,834 14,792,583

14 30 1,906.6 1,643,610 1,775,098 21,458.8 20,982,208 22,660,797

一 本 釣 （ 長 浜 ） 1 2,730.5 1,213,650 1,310,742 20,970.1 15,971,663 17,249,402

15 30 2,518.7 2,508,305 2,708,969 29,605.3 24,223,154 26,161,018

一 本 釣 （ 津 摩 ） 1 1,247.1 1,049,665 1,133,641 23,640.4 16,302,640 17,606,881

16 30 1,861.7 1,827,970 1,974,208 24,607.0 18,664,606 20,157,792

一 本 釣 （ 三 隅 ） 1 1,864.5 570,610 616,260 31,137.9 16,195,823 17,491,477

17 30 4,105.2 2,877,500 3,107,702 9,826.1 8,470,008 9,147,619

一 本 釣 （ 江 津 ） 1 3,867.7 2,330,680 2,517,134 28,981.6 25,436,547 27,471,499

18 30 6,724.2 1,563,730 1,688,829 117,591.9 36,498,712 39,418,625

近 隣 支 所 1 3,519.0 1,162,740 1,255,759 36,267.4 18,469,027 19,946,548

19 30 4,732.4 2,195,120 2,370,731 24,675.6 12,779,235 13,801,583

そ の 他 1 48.3 154,020 166,341 20,245.5 11,281,224 12,183,726

20 30 24,500.7 32,630,801 35,241,274 167,602.9 378,513,536 408,794,622

陸 送 1 17,084.8 20,786,040 22,448,927 167,758.5 340,243,379 367,462,866

30 1,412,395.4 458,766,619 495,467,997 18,285,834.2 4,231,099,934 4,569,588,408

合 計 1 988,379.7 296,949,464 320,705,470 10,912,116.7 3,349,067,783 3,616,993,703

-424,015.7 -161,817,155 -174,762,527 -7,373,717.5 -882,032,151 -952,594,705

70.0 64.7 59.7 79.2

前 年 度 と の 増 減

1.0 7.0 82.0 88.3

69.7 63.7 100.1 89.9

94.2 81.0 294.9 300.3

52.3 74.4 30.8 50.6

49.5 41.8 79.9 67.3

100.2 31.2 126.5 86.8

57.2 31.3 59.5 72.8

143.2 73.8 97.7 76.1

‐ ‐ ‐ ‐

58.6 49.7 46.7 60.8

23.3 22.7 87.6 103.6

81.3 103.9 73.3 57.3

0.4 1.0 21.1 26.4

‐ ‐ 17.6 21.7

109.0 76.1 62.8 99.8

‐ ‐ 30.7 43.6

‐ ‐ ‐ ‐

2,880.6 1,241.6 53.5 65.4

‐ ‐ 48.8 42.3

令 和 元 年 11 月 18 日
産 業 建 設 委 員 会 資 料 № 2
産 業 経 済 部 水 産 振 興 課

113.5 118.3 98.2 97.5
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令 和 元 年 11 月 18 日
産業建設委員会資料No.3
産業経済部水産振興課
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605円

地元沖合底びき網漁業 主要魚種水揚量・単価の推移
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令 和 元 年 11 月 18 日
産業建設委員会資料No.4
産業経済部水産振興課

0

200

400

600

800

1,000

1,200

0

10

20

30

40

50

60

70

1月 2月 3月 4月 5月 8月 9月 10月 11月 12月

（円/㎏）（トン）

アナゴ 水揚量・単価推移

H30水揚量 R1水揚量 H30単価 R1単価

655円

525円

0

100

200

300

400

500

600

700

800

0

5

10

15

20

25

30

35

40

1月 2月 3月 4月 5月 8月 9月 10月 11月 12月

（円/㎏）（トン）

キアンコウ 水揚量・単価推移

H30水揚量 R1水揚量 H30単価 R1単価

459円

405円

地元沖合底びき網漁業 主要魚種水揚量・単価の推移
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令 和 元 年 11 月 18 日
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産業経済部水産振興課
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地元中型船 マアジ水揚量・単価推移

H30水揚量 R1水揚量 H30単価 R1単価

270円

402円

地元中型まき網漁業 主要魚種水揚量・単価の推移

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

0

100

200

300

400

500

600

700

800

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

（円/㎏）（トン）

地元中型船 サバ水揚量・単価推移

H30水揚量 R1水揚量 H30単価 R1単価

87円

156円



6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月

令 和 元 年 11 月 18 日
産業建設委員会資料No.6
産業経済部水産振興課

0

100

200

300

400

500

600

700

800

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

（円/㎏）（トン）

大中型船 マアジ水揚量・単価推移

H30水揚量 R1水揚量 H30単価 R1単価

688円

31円

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

（円/㎏）（トン）

大中型船 サバ水揚量・単価推移

H30水揚量 R1水揚量 H30単価 R1単価

386円

R1.10水揚げなし

大中型まき網漁業 主要魚種水揚量・単価の推移



令 和 元 年 11 月 18 日
産業建設委員会資料No.7
産業経済部水産振興課
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いか釣漁業（5ｔ以上・5ｔ未満） 主要魚種水揚量・単価の推



令 和 元 年 11 月 18 日
産業建設委員会資料No.8
産業経済部水産振興課
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いか釣漁業（5ｔ以上・5ｔ未満） 主要魚種水揚量・単価の推



「浜田開府400年祭記念式典」の開催について(報告) 

 

 1 浜田開府400年祭記念式典 

日  時：令和元年10月13日（日） 午後2時～午後5時30分 

場  所：石央文化ホール 大ホール 

来場者数：1,089名（うち市外からの来場126名） 

内  容；主催者及び来賓あいさつ、記念動画上映、記念表彰（10団体・11名） 

小中学校作文コンテスト表彰・発表、パネルディスカッション 

アトラクション（石見神楽、鼓隊演奏、書道パフォーマンス） 

 2 歓迎レセプション 

  日  時：令和元年10月13日（日） 午後6時～午後8時30分 

場  所：浜田ワシントンホテルプラザ 宴会場 

参加者数：147名 

 3 BUY浜田昼市及び郷土芸能ミニステージ 

  日  時：令和元年10月13日（日） 午前10時～午後2時 

  場  所：石央文化ホール前 県道（車両通行規制） 

  参加団体：BUY浜田昼市17店舗（うち邑南町3店舗）、郷土芸能ステージ4団体 

来場者数：約2,000人 

   

 ●記念式典（主催者あいさつ）       ●記念式典（浜田高等学校書道パフォーマンス） 

 

 

 

 

 

 

 

 

●記念式典（パネルディスカッション）   ●BUY浜田昼市（会場の様子） 

 

 

 

 

 

 

令 和 元 年 1 1 月 1 8 日 

議会産業建設委員会資料 

産業経済部開府400年推進室 



 

◆今後の開府 400年関連事業の予定 

開催年月日 事 業 名 主 催 

令和 2年 2月 2日 

      (日) 

浜田開府 400年記念 

浜田真理子コンサート 

浜田開府 400 年記念「浜田真理子

コンサート」実行委員会（浜田市

教育文化振興事業団） 

 浜田開府 400年を記念し、「全国の浜田さんいらっしゃい事業」に関連する事業として、

松江市出身のシンガーソングライター・浜田真理子さんのコンサートを開催する。 

令和 2年 3月 7日 

(土) 

第 5 回山陰浜田港マリン大橋リレーマ

ラソン 

山陰浜田港マリン大橋リレーマラ

ソン実行委員会（市観光交流課） 

 浜田漁港とその周辺を会場に交流人口の拡大を目的として開催。浜田開府 400年を記念す

る今大会では、特別な催しや賞品を企画する。 

令和 2年 3月 14日 

(土) 

北前船寄港地フォーラム in浜田 北前船寄港地フォーラム in浜田実

行委員会(市観光交流課) 

 浜田市はもとより石見地域全体の活性化と、北前船で繋がる全国の自治体との交流拡大を

目的に開催する。 

 

 





 

主要地方道 浜田
は ま だ

八重
や え

可部
か べ

線【今市
いまいち

２工区】バイパス計画の概要について 

 

1．経緯 

平成 19年・22年に旧今市小学校前の県道浜田八重可部線において２件の交通死亡

事故が発生したことを受けて、今市自治会が中心となり島根県に対し通学路でも

ある現道は危険であるため、バイパスによる県道の付け替えを要望してきた。 

その後平成 29年度に事業化が決定し、この度事業ルートが確定した。 

2．概要 

主要地方道浜田八重可部線は島根県浜田市を起点とし広島県広島市に至る道路で

あり、県内の各地域と生活圏中心都市の連絡及び高速幹線との連結強化を図る生活１

次幹線道路である。 

本事業区間は浜田市旭町に位置し、現況幅員が４～５ｍ程度の１車線未改良区間で

あるが、家屋が連担しており現道拡幅が困難であるため、バイパスにより整備し、生

活圏中心都市との連絡や高速幹線との連結を強化することで地域の活性化を図る。 

 

箇 所 名：島根県浜田市旭町丸原～今市 

延 長 ・ 規 格：L=1.6km、３種３級（40km/h）、W=6.0m（9.75m） 

事 業 着 手 年 度：平成 29年度 

全 体 事 業 費：C=1,500百万円 

 

3．現在の状況 

・Ｒ１は道路詳細設計、橋梁詳細設計、用地調査、建物調査等を実施。 

・Ｒ２以降用地補償、工事に向かう。 

 

4．今後の予定 

・令和一桁代後半に供用予定（未公表） 

 

5.その他 

 ・旭自治区の持続可能なまちづくりを目指し、地区の中心部に計画されている浜田

八重可部線の整備を契機とした中心部及び沿道のまちづくりを推進するため、今

市地区まちづくり委員会の呼びかけにより意見交換会を開催する。 

 ・第１回 旭中学校生徒を対象にワークショップを実施する。 

 ・第２回 今市地区住民意見交換会（ワークショップ）1月下旬 

 ・第３回 今市地区住民意見交換会（将来像の作成 まとめ）２月下旬 

令和元年 11月 18日 
産業建設委員会資料 
旭支所産業建設課 



（主）浜田八重可部線（今市2工区）計画平面図

← 旭IC

旭小学校

旭中学校

旭運動公園

市民体育館

旭支所

旧今市分校

旧今市小学校

放課後児童クラブ

広島 →

金
城
町
→

邑
南
町
 →

※現在計画中であり、計画線は令和元年9月時点のものである。



 

かなぎウェスタンライディングパークの建 物 火 災 について 

 

1.  出 火 日 時   調 査 中  （覚 知  12 時 55 分 ） 

2.  鎮    火   令 和 元 年 11 月 5 日 (火 )14 時 45 分  

3.  発 生 場 所   浜 田 市 金 城 町 久 佐 イ 1390 番 地 8  

         かなぎウェスタンライディングパーク 宿 泊 研 修 棟  

4.  建 物 構 造   木 造 2 階 建 て 延 床 面 積 390 ㎡（平 成 6 年 築 ） 

          研 修 室 1、管 理 人 宿 泊 １、宿 泊 6、浴 室 2、トイレ 2、洗 面 所  

5.  焼 損 程 度   1 階 洗 面 所 付 近 の壁 面 ほか  焼 損 床 面 積 28 ㎡ 

6.  出 火 原 因   調 査 中  

7.  死 傷 者 等   なし 

8.  火 災 概 要   施 設 北 東 角 側 の 1 階 洗 面 所 付 近 から出 火 し、煙 が全 館 にまん 

延 した。 

9.  火 災 後 の行 動  

(1)  発 見      自 動 火 災 報 知 設 備 のベルの鳴 動 を受 け、施 設 職 員 が現 場 を確  

認 したところ、宿 泊 研 修 棟 から煙 が出 ているのを確 認 した。 

(2)  通 報      火 災 を発 見 した職 員 は、事 務 所 に戻 り施 設 管 理 者 に報 告 し、 

施 設 管 理 者 が消 防 に通 報 した。 

(3)  消 火     施 設 職 員 は、研 修 棟 内 にある消 火 器 を使 用 して初 期 消 火 を行 い、 

その後 、浜 田 市 消 防 本 部 及 び金 城 消 防 隊 今 福 分 団 等 が出 動 し 

消 火 にあたる。 

10.  避 難 等    なし（定 休 日 ） 

11.宿 泊 予 約 の対 応   他 施 設 を手 配  

12.今 後 の運 営   宿 泊 業 務 は当 分 の間 休 止 し、乗 馬 (一 般 ・障 がい者 )、放 課 後  

等 デイサービス事 業 、及 びクラブハウス内 のレストラン営 業 は行  

い、クラブハウス内 の研 修 室 を開 放 します。 

令 和 元 年 11 月 18 日  

産 業 建 設 委 員 会 資 料  

金 城 支 所 産 業 建 設 課  

 



 

浜田市ふるさと体験村施設活用に向けた検討状況について【報告】 

  

浜田市ふるさと体験村施設（以下、体験村）の活用について、浜田市議会令和元年

6月定例会議で報告しましたが、その後の検討状況を下記のとおり報告します。 

 

記 

 

１ 指定管理者の選定方法と時期 

指定管理者の選定について、地元団体への指名を模索したが、公平性、透明性を

図る観点から地元団体を含めた公募とし、以下の方針を決定 

(1) 選定方法 ｜公募 

(2) 指定管理期間 ｜3年 

(3) 開始時期 ｜令和 3年 4月 1日 

 

２ 公募のための業務仕様書の検討 

  指定管理業務仕様書については、平成 31 年 3 月報告の「浜田市ふるさと体験村

施設に係る活用方針（案）」に沿った既存の活用案はあるものの、新たなアイディ

ア等の提案に期待して、サウンディング型市場調査を実施 

※ サウンディング型市場調査とは 

体験村の効用を最大限に発揮することができる活用策について、民間事業者 

からの自由な提案を募集し、行政との対話を通じて、その創意工夫を事業計画

に反映させるもの 

 

３ 今後のスケジュール（案） 

(1) サウンディング実施要領公表 令和元年 11月 5日  

(2) サウンディング対話実施 令和元年 11月 11日～12月 13日（随時） 

(3) 指定管理業務仕様書の決定 令和 2年 6月 

(4) 指定管理者公募  令和 2年 7月中旬～8月 

(5) 指定管理者選定委員会審査 令和 2年 10月上旬 

(6) 仮協定締結   令和 2年 10月下旬 

(7) 指定議決・指定通知  令和 2年 12月下旬 

(8) 指定管理開始   令和 3年 4月 

  

令和元年 11 月 18 日 
産業建設委員会資料 
弥栄支所産業建設課 



 

浜田市ふるさと体験村施設に係るサウンディング型市場調査【概要】 

 

1 調査の名称 

浜田市ふるさと体験村施設に係るサウンディング（民間事業者との対話） 

型市場調査 

 

2 調査の対象 

浜田市ふるさと体験村施設（島根県浜田市弥栄町三里ハ 159ほか） 

 

3 調査の目的等 

  本市場調査は、ふるさと体験村施設の効用を最大限に発揮することができる活用

策について、民間事業者からの自由な提案を募集し、その創意工夫を事業計画に反

映させることを目的として行うものです。 

 

4 調査の内容 

(1) 対話において提案を期待する内容  

  ① 活用範囲 敷地及び建物の全部利用又は一部利用 

② 用途 観光・宿泊施設に限らず福祉、教育、文化、産業振興など 

③ 事業方式 指定管理方式、施設の売買、賃借など   

 (2) 参加資格 

   ふるさと体験村施設を活用した事業の実施主体となる意向を有する法人 

その他の団体 

 (3) スケジュール等（予定） 

  ① 実施要領公表：令和元年 11月 5日（火）（浜田市ＨＰ掲載） 

https://icity.elg-front.jp/hamada/iCityApp/contentservlet?ActionKind=previewbrowser&CON_CODE=1572670163322 

② 現地見学受付：令和元年 11月 6日（水）～11月 15日（金）（随時） 

  ③ 現地見学  ：令和元年 11月 6日（水）～11月 22日（金）（ 〃 ） 

  ④ 対話受付  ：令和元年 11月 6日（水）～12月 6日（金）（ 〃 ） 

  ⑤ 対話実施  ：令和元年 11月 11日（月）～12月 13日（金）（ 〃 ） 

  ⑥ 結果公表  ：令和 2年 1月（予定）     

 

5 申込・問合せ先 

浜田市 地域政策部 関連施設支援室（担当：前原） 

〒697-8501 浜田市殿町 1番地 

TEL 0855－25－9203 FAX 0855－23－1866 

E-mail shisetsu@city.hamada.lg.jp 

 

別紙 



箇所
被害額
(千円)

箇所
被害額
(千円)

箇所
被害額
(千円)

箇所
被害額
(千円)

箇所
被害額
(千円)

箇所
被害額
(千円)

箇所
被害額
(千円)

箇所
被害額
(千円)

箇所
被害額
(千円)

箇所
被害額
(千円)

箇所
被害額
(千円)

箇所
被害額
(千円)

浜田自治区 5 4,073 5 4,073 0 0 0 0 5 4,073 5 4,073

金城自治区 3 25,750 3 500 6 26,250 3 25,750 0 0 3 500 6 26,250

旭自治区 1 600 1 600 0 0 0 0 1 600 1 600

弥栄自治区 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

三隅自治区 1 19,150 1 500 2 19,650 1 19,150 0 0 1 500 2 19,650

合　計 4 44,900 0 0 10 5,673 14 50,573 0 0 0 0 0 0 0 0 4 44,900 0 0 10 5,673 14 50,573

※別途、災害査定のための測量設計業務委託費として道路災5,000千円見込む

令和元年 11月 18日
産業建設委員会資料
都市建設部維持管理課

委託
（土取り）

計本災 単災
委託

（土取り）
河川計 本災 単災

令和元年8月27日からの豪雨に伴う公共土木施設災害被害状況について

10月30日現在

道路 河川 計

本災 単災
委託

（土取り）
道路計



 

 

ツキノワグマによる人身事故について  

 

１  発生日時   令和元年 11 月 5 日（火） 16 時 40 分頃  

２  発生場所   浜田市三隅町井野（西下今明集落）  

３  負  傷  者   浜田市在住 74 歳女性  

４  事故状況   上記女性が椎茸ほだ場に向かおうと道を歩いてい

たところ、竹やぶから出現した 1ｍ程度のクマ１頭に

臀部を 1 ヶ所噛まれ市内の病院で治療を受ける（軽傷） 

５  対応状況  

11 月 5 日（火） 

16： 40 

 三隅町井野で事故発生。負傷者は、病院で治療を受ける

とともに、負傷者の夫が三隅支所産業建設課へ通報。  

17： 10 三隅支所産業建設課から本庁農林振興課へ第 1 報  

17： 30  三隅支所産業建設課から本庁農林振興課へ第 2 報  

17： 45 
三隅支所から本庁農林振興課へ第 3 報  

市職員 2 名による現場パトロール（～ 18： 30）  

17： 50 三隅町井野地区へ防災行政無線による注意喚起  

18： 00 浜田警察署に今晩と明日早朝のパトロールを依頼  

18： 15  防災防犯メール発信  

19： 20  浜田市から報道発表  

19： 30 三隅町全域に防災行政無線による注意喚起  

19： 50 島根県から報道発表  

11 月 6 日（水） 

6： 20 

三隅町全域に防災行政無線による注意喚起（ 6： 20）  

市職員 4 名によるパトロール（ 6： 40～ 8： 00）  

9： 00～ 10： 20 

【被害対策の協議】  

≪出席者≫  

警察 (三隅駐在 )2 名、県 (西部農林振興センター )2 名、

鳥獣被害対策実施隊員 (猟友会 )2 名、市職員 5 名 (農林振

興課 2 名、三隅支所産業建設課 3 名 ) 

≪対応≫  

〇事故現場付近でクマ捕獲檻を 2 基設置  

〇朝夕のパトロールを実施することを確認  

〇誘引物である放任果樹（柿）の撤去  

〇未収穫の柿については、電気牧柵を設置  

 

令和元年 11 月 18 日  
産業建設委員会資料  
産業経済部農林振興課  


